
議
員
提
出
第
十
七
号
議
案

太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入
に
向
け
た
制
度
設
計
と
運
用
を
求
め
る
意
見
書

パ
リ
協
定
の
枠
組
み
の
下
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
中
、
環
境
負
荷
の
削
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
等
の
観
点
か
ら
、
太
陽
光
発
電
を
始
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
施
行

以
降
、
導
入
量
が
着
実
に
増
加
し
て
き
て
い
る
一
方
、
一
部
の
地
域
で
は
、
防
災
、
景
観
、
環
境
面
で
の
地

域
住
民
の
不
安
や
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
間
終
了
後
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
放
置
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念

が
生
じ
て
い
る
。

よ
っ
て
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
今
後
、
こ
う
し
た
不
安
や
懸
念
を
払
拭
し
つ
つ
、
地
域
と
共
生

す
る
形
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
更
に
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入
に
向

け
て
、
次
の
事
項
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

一

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
事
業
計
画
の
認
定
に
当
た
り
、
一
定
規
模
以
上
の
案
件

に
つ
い
て
は
地
域
住
民
へ
の
事
前
説
明
を
発
電
事
業
者
に
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
的
な
手
続

き
を
事
業
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
明
記
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
と
の
関
係
構
築
の
た
め
に
必
要
な
取

組
を
行
う
こ
と
。

二

太
陽
光
発
電
設
備
が
災
害
時
に
斜
面
崩
落
を
誘
発
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
急
傾
斜
地
以
外
の
斜
面
に

設
置
さ
れ
る
場
合
も
含
め
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
斜
面
設
置
に
係
る
技
術
基
準
の
見
直
し
を
早
急
に
行
う

こ
と
。

三

発
電
事
業
終
了
後
に
太
陽
光
発
電
設
備
の
撤
去
及
び
適
正
な
処
分
が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
発
電
事

業
者
に
よ
る
廃
棄
費
用
の
積
立
て
の
仕
組
み
や
、
回
収
さ
れ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み

の
確
立
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
元
年
十
月
三
日

大
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長
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